
広場整備 PJ
竹原コース内に休憩場所となる広場を整備するプロジェクトです。材料は山の中にある素材（石
や間伐材等、自然に還るマテリアル）のみとし、廃棄物を出さずに少しずつ手を入れながら施工、
維持管理をしていきます。
広場の予定地は ITA コース上にあります。プロジェクトのスタートとして、大会当日（11/23）
ランナーに広場整備の一員として参加いただき（任意）、以降はメンバーを募りながら少しず
つ施工を進めていきます。山に関わる 1 人ひとりの小さな善意による、豊かな空間づくりを目
指します 。

ITA
Island Trail Awaji -The Legend of KUNIUMI-
「国生みの島」として知られる淡路島で開催された島内初の
トレイルラン大会。島の西海岸（阿万海岸）から東海岸（大
浜海岸）までの約43kmの道程は、自然の美しさはもとより「砂
浜がスタート（でありゴール）」かつ「ラン中に海が見える」
希少なコースでありランナーからの評価も高い。
昨年の第 1 回での成功と興奮をそのままに、2025 年は島外
の参加者にとって「忘れられない旅」に、そして地元の人間
にとって「島の誇り」になるよう更なるアップデートを経て
11／ 22（土）・23（日）に開催予定。

2025年の表現万博のテーマは「GO」。
淡路三山の一峰、柏原山が舞台です。

トレイルラン大会「Island Trail Awaji」とのコラボレーション企画として
幾つかのインスタレーションやアクティビティからなる博覧会を開催します。

今回の作品たちはランナーへのエールであると同時に
ランナー1人ひとりもまた、表現者として博覧会を支える存在です。

この博覧会を通して私たちは里山とまちなか両方への還元を目指します。
会期が終わった後も山やまちを見守る存在として、作品は生き続けます。

山を走る人、山を思う人、山と遊ぶ人、そんな人たちを応援する人。
さまざまな表現を交差させて、晩秋の柏原山で新しい冒険に繰り出しましょう。

・・・

やらなきゃいけないわけではないが
やったらたのしいことばかり

そしたらきょうもくうきがうまい 

インスタレーション展示（1）

GO
前述のワークショップで制作された約 40 体の「飛び出し坊や」たちを山林で展示します。飛び
出し坊やの役目はドライバーへの注意喚起ですが、ここでは「新たな挑戦への飛び出し」を象徴
するポジティヴな姿として集結させます。このインスタレーションは淡路島初のトレイルラン大
会「ITA」 に臨むランナーたちへの鼓舞であると共に、街では非合法に設置されることもある彼ら
を占有許可を得て合法的に山林に配置することで、公共空間と表現の関係を批評的に問いかける
ものでもあります。
展示終了後に坊やたちは街中に設置され、作品としてのイデオロギーを保ったまま、日常の暮ら
しと安全を見守る本来の役割を担います。

はじめてみようワークショップ①

地図読みと軽登山
コンパスはどうやって使うの？等高線から何がわかるの？
スマートフォンの GPS アプリが便利な時代ですが、電子機器に頼らずアナログの地図から現在地
や経路を知り、地形を読み取る技術は、登山やトレイルランニングでは必携であり、日常でも役
立つスキルです。安全安心な山行のための基礎知識を、楽しく学んでみませんか。

はじめてみようワークショップ②

山のファーストエイド
山でのアクシデントにどう対応しますか？
登山や屋外のアクティビティで生じるちょっとしたケガや体調不良への応急処置を、コンパクト
なファーストエイドキットを使いながら実習形式で学びます。キットはそのまま持ち帰れますの
で、「そなえよつねに」を合言葉に、山を楽しむための装備として引き続きお使い下さい。

はじめてみようワークショップ③

飛び出し坊やペイントWS
街角に立つ “  飛び出し坊や "。交通安全のシンボルでありながら、まちの風景を彩る存在でもあり
ます。今回のワークショップでは、その坊やを自由にペイントする体験を提供します。カラフルに、
ユーモラスに、あるいはシンプルに。
完成した坊やは、インスタレーション作品「GO」として、トレイルラン大会の舞台でもある竹原コー
ス内に展示されます。展示の終了後には市内の各所に設置され、「本来の仕事」として街の安全に
貢献し続けます。

インスタレーション展示（2）

柏原山のつぶやき
山に親しみ、山を楽しむニンゲンたちに対して、柏原山はどのような言葉を投げかけてくれるだ
ろうか？ 10 年近く柏原山の登山道整備に取り組んできた私たちが、物言わぬ里山の思考や思い
を私たちなりに「翻訳」する試みです。人生 100 年のスケールをはるかに越えた視座から放たれ
る言葉たちは、人間へのエールだけではなく、戒めのようなニュアンスなのかもしれません。
「GO」と同様に、この展示は ITA の参加者に向けたメッセージでもあります。ゴール地点の大浜
海岸に向けてラストスパートを迎えるランナーの底力を引き出します。

9/7日

10/12日

表現万博2025山ギャラリーツアー
竹原集落から柏原山をつなぐ自然豊かな「竹原コース」を満喫しながら、表現万博 2025 山のメ
インコンテンツであるインスタレーション展示「GO」「柏原山のつぶやき」「広場整備プロジェクト」
の解説、柏原山や竹原集落の歴史と文化、淡路島をひとつなぎにした「しまあるき」コンテンツ
の創設を目指す「淡路島ロングトレイル構想（ALT：Awaji Long Trail）」の取り組み等、盛りだく
さんのギャラリートークを開催します。軽登山を兼ねた本ツアーならではの屋外アクティビティ
も味わって下さい。

11/24祝

11/23日  

11/23日  

11/23日

参加ランナー
有志による整備 以降、順次
ITA

　   参加ランナー向けの展
示日、一般展示は11/24
ITA

11/23日  同上

11/3祝4火8土9日

柏原山～竹原コース
淡路島ロングトレイル構想
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